
 

      

第２回学校運営協議会（三校合同会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまがた CS 便り 
 

  ７月１２日（火）、    山潟中学校で、第２回「学校運営協議会」（以下 CS）が開催されました。 第２回は、いじめ 

防止連絡協議会 「情報モラル」 に関する ①講話②授業 ➂いじめ等の実態・課題・対策の取組等について 

意見交換を行いました。 

三校（山潟中・山潟小・桜が丘小）合同版 

 

    「CS通信」「地域と学校パートナーシップ事業」 についての問合せ先 

＊ 山潟中学校    ℡ 286-5369   （後藤 素子 地域教育 Co） 

＊ 山潟小学校    ℡ 286-6796   （山田 真紀     〃      ） 

＊ 桜が丘小学校  ℡ 286-2955   （中村 知子     〃      ） 

① 情報モラルに関する講話 

   <参加者＞  ・山潟中学校 １年生   ・山潟中学校区 CS委員 

            ・山潟小学校、桜が丘小学校 各６年生 （オンライン視聴） 

  その１  ネットトラブル防止教室 ～ネット・ゲームと上手に付き合おう！～ 

 講師：新潟県警察本部 いじめ対策係 少年警察補導員  田巻香奈様 

  その２  情報モラル教室 ～「ネットいじめ」について～ 

   講師：新潟県新潟警察署 少年係 少年警察補導員   箕輪梨恵様 

 

 ② 情報モラルに関する授業（各クラスでのグループワーク） 

   「楽しいコミュニケーションを考えよう！ （ネットトラブル回避編）」 を 

   CS委員の方々にも、一緒に授業をうけていただきました。 

   トラブルの背景にある 「思い込み」 の理解  

       ネットでは様々なことを想像する必要があり、 そこでは 「思い込み」 によってトラブルにつながる 

     ことがあります。いくつかの事例を通して、トラブルに潜む「思い込み」を学びました。 

   「リスクの見える化シート」 でリスクを想像するトレーニング  

       ネットトラブルに関するリスクを想像するために、「リスクの見える化シート」 を使って 「リスク想像」の 

     トレーニングを行いました。 リスクを見える化することで、トラブルは当事者だけでなく、その周辺の人たち 

     の行動も重要であることを知り、行動の改善を学びました。 

③ いじめ防止連絡協議会 

    いじめ防止に向けた意見交換・協議等を行いました。 ネットトラブルを回避するために、まずは家庭教育 

  が大事なので、各家庭でコミュニケーションをなるべく多く取ってもらうこと、また、地域でも問題意識をもち 

  保護者が情報モラルについて学べる機会を提供するなど、継続的に取り組んでいくことが大切であるとの 

  意見が交わされました。 


